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政府や上位自治体等からの補助金の不在

行政内部での予算措置の困難・資源不足

行政内部の経験・専門性の蓄積不足

行政内部署間の優先度を巡る認識の相違

回答率(%)
適応策の検討・推進上の課題(上位の抜粋)

2016年調査

2019年調査

地方自治体の気候変動適応計画と科学的知見

0
10
20
30
40

20
11

以
前

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

以
降

回
答
数

適応計画の最新策定年別にみた

引用された科学的知見

気象庁地球温暖化予測情報第8巻(平成25年)
気象庁地球温暖化予測情報第9巻(平成29年)
気象庁、管区気象台，地方気象台から提供された
地域の将来予測情報(「気候変化レポート」等)
環境省｢S‐8 温暖化影響評価・適応政策に関する
総合的研究｣データ(平成27年)
環境省・気象庁「21世紀末における日本の気候」

その他

統合的気候モデル高度化研究プログラム/令和元年度公開シンポジウム/東京都市大学馬場健司
2019/10/21＠一橋講堂

2



第4回
日時 2019年8月28日(水)終日

参加
者

文科省，環境省，農水省，国交省，
気象庁，全国の自治体・地方環境
研究所，コンサルタント，SI‐CAT技
術開発機関，社会実装機関，モ
デル・ニーズ自治体他計約140名

議事
次第

・話題提供
 近未来予測とダウンスケー

リング，気候変動の影響評
価技術の開発

 気候変動適応法と地域適応
コンソーシアム事業

 SI-CATでの防災/農業/暑熱の

シーズとニーズの社会実装
に向けた動き

・環境 /防災 /農業 /暑熱分科会
(小グループワークショップ)

 課題：現在の影響・ニーズ
とシーズの理解，2/4℃昇温
時(今世紀中頃)を想定した場
合の影響想定と課題の検討

 各小グループからの報告

科学的知見を翻訳する取り組み

統合的気候モデル高度化研究プログラム/令和元年度公開シンポジウム/東京都市大学馬場健司
2019/10/21＠一橋講堂

適応自治体フォーラム・コデザインワークショップ(科学者と政策担当者との対話)
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統合的気候モデル高度化研究プログラム/令和元年度公開シンポジウム/東京都市大学馬場健司
2019/10/21＠一橋講堂

自治体各部局，河川管理者，漁業関係者，事業者組合，民間企業・
個人，NPO等計約30団体(現場知収集)

ステークホルダー分析結果の共有，基本的専門知の提示，グループ
討議(現場知収集)

デルファイ法による地域の気候シナリオ，地域
社会経済シナリオの検討(専門知収集)シナリオプラ

ンニング

シナリオ提示と，市民・ステークホルダーパネ
ルと専門家パネルとの協働によるアクションプ
ランの案出(専門知・現場知の統合化)

ステークホル
ダー会議

ステークホル
ダー分析

シナリオワー
クショップ
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科学的知見を翻訳する取り組み
地域適応シナリオの構築(科学者と政策担当者，ステークホルダー，市民との対話)




